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１ 設計・施工一括発注方式 
 

 概要：発注者の示す設計条件（参考図含む）に基づく設計 
    図書作成業務と当該設計図書に基づく工事施工を 
    一括して発注する方式 
     

 効果：受注者のノウハウを活用し、受注者の得意とする工 
    法で設計や工事を行う（ＰＣ工法等）ことができ、 
    安定的な資材・職人の手配や工期遅延リスクの低減 
    が図れる。 
 

 課題：設計者がいない建設業者の参入の妨げとなる。 
   ⇒対策：外部設計者を申込者の一員とすることが可能。 
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【受注者の提案でＰＣ工法で共同住宅を整備】 

２－１ 設計・施工一括発注方式（総合評価方式） 
 
 概要：実施設計＋工事 
 
 評価：実績（企業、技術者） 
    ＋地域貢献＋価格 
 
 事例：女川町民陸上競技場跡地地区 
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２－２ 設計・施工一括発注方式（企画競争方式） 
 
 概要：基本・実施設計＋工事 
 
 評価：実績（企業、技術者） 
    ＋地域貢献 
    ＋提案 
    （実施方針、設計提案） 
 
 事例：東松島市東矢本駅北地区 
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３ 見積もりの提出を求め活用する方式 
 
 背景：発注者・応札者が工事価格を作成する段階での単価 
    設定の把握の仕方に差異が発生。⇒入札不調の原因。 
 
 概要：入札参加者に入札の前の段階で見積もりの提出を 
    求め、妥当性の確認できた単価等をＵＲの予定価格 
    に採用する。 
 
 効果：発注者は、より実勢に近い予定価格の作成ができ、 
    入札不調のリスクを低減。 
 
 手続きの概念的なフロー図 
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４ 発注情報等の公開について 
 
    ＵＲＬ http://www.ur-net.go.jp/order/ 
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■問合せ先 
（発注方式について） 
  ＵＲ都市機構 技術・コスト管理部企画チーム 045-650-0649 担当：田所・中村  
 

（事業全般について） 
  ＵＲ都市機構 震災復興支援室事業チーム 045-650-0879 担当：船渡川・高畑  


